
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒河江市立白岩小学校 
校長 逸見尚文 

〈第９号〉 
令和８年１月15日 
 

学校教育目標 「自ら学び 自ら輝き 未来をたくましく生きる 白岩っ子 の育成」
   

本校では、学校運営の改善を図り、教育水準の向上に努めることを目的とし、児童・教職員の他、

保護者・学校運営協議会委員の方にご協力いただき、学校評価アンケートを実施しています。 

各質問項目に対して、「あてはまる」「少しあてはまる」「あまりあてはまらない」「あてはまら

ない」の４択での回答としており、下記は、児童アンケートの結果です。学校では、児童自身が、自

分の成長をより実感できる教育の推進に向け、これからも努めてまいりたいと考えています。 

今後とも、ご理解・ご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

No. 質問項目 

あてはまる・少しあてはまる 

５以上の上下 

１学期 ２学期 

1 自分から進んで学習に取り組んでいる 97 94  

2 学習内容を理解するために工夫したり努力したりしている 94 92   

3 授業で自分の思ったことや考えたことを自分の言葉で伝えようとしている 82 86   

4 わたしには良いところがある 86 91 ＋５ 

5 相手の気持ちを考えて、遊んだり行動したりしている 92 95   

6 友達や先生と笑顔で話したり活動したりすることが多い 91 95   

7 友達や先生、地域の人に自分から進んであいさつをしている 94 95   

8 友達や先生と協力していじめをなくそうとしている  91 98 ＋７  

9 失敗してもくよくよせず、挑戦しようとしている 91 95   

10 元気に体を動かしたり、スポーツに取り組んだりしている 88 89   

11 早寝・早起き・朝ごはんの生活リズムが身についている 86 86  

12 テレビやゲームの時間など、家の人との約束を守っている 88 85  

13 交通ルールや約束を守って安全に生活している 97 97   

14 地域の人と一緒に学んだり活動したりすることが楽しい  89 97 ＋８ 

15 地域学習を通して、以前よりも白岩地区のことがわかるようになった  91 100 ＋９ 

   ※ 上記項目の  は1学期と２学期とを比較し５ポイント以上の伸びがあった項目 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の主な行事予定 
２日（月）安全点検、街頭指導、下校指導、職員会議 

６日（金）たかだいセミナー（バナナボート体験）、６年生スキー教室（天童高原スキー場） 

10日（火）１・２年生チューブ滑り（自然の家） 

16日（月）学校運営協議会 

18日 (水) ３年校外学習：炭焼き体験（幸生地区） 

20日（金）学習参観、学級懇談会、ＰＴＡ常任委員会 

24日 (火) ６年生を送る会 

児童アンケート結果の考察 

本校は、「自ら学ぶ子ども」「笑顔で優しい子ども」「体と心を鍛える子ども」「ふるさとを愛す

る子ども」の育成を目標に掲げ、めざす子ども像を「かしこく やさしく たくましい 白岩っ子」

としています。 

今回、児童アンケートの１学期と２学期の結果を比較したところ、特に、「ふるさとを愛する子ど

も」に関わる２つの項目で大きな伸びが見られました。「地域の人と一緒に学んだり活動したりする

ことが楽しい」と答えた児童は８９％から９７％に、「地域学習を通して、以前よりも白岩地区のこ

とがわかるようになった」は９１％から１００％となりました。 

本校の特色である校外学習や地域学習では、多くの皆様にご協力いただき、子どもたちの学びがよ

り深まっています。地域の方との交流を楽しみにしている子どもが多いからこそ、学ぶ意欲が高まり

地域への理解も進んでいるのではないかと感じています。改めて、皆様の温かいご支援に心より感謝

申し上げます。 

「笑顔で優しい子ども」に関わる項目では、「わたしには良いところがある」「友達や先生と協力

していじめをなくそうとしている」の２項目で大きな伸びがありました。自分の良さに気づくことは

将来にわたって大切となる自尊感情の育ちにもつながります。また、いじめをなくそうとする取組み

は、コミュニケーション力や多様性を受け入れる姿勢、協力して課題を解決する力など、これからの

社会で必要となる力を育む機会にもなっていると考えています。 

「体と心を鍛える子ども」に関わる項目では、昨年度、「テレビやゲームの時間など、家の人との

約束を守っている」が１学期８４％から２学期７８％へと下がり、メディアとの付き合い方に課題が

見られました。今年度はPTA活動と連携し、「親子チャレンジ～いっしょに〇〇してみだ！」に取り

組んでいただきました。子どもの生活の幅を広げ、自尊感情の育ちにもつなげることをねらいとした

活動です。その結果、今年度は１学期８８％・２学期８５％とほぼ同水準を保つことができました。

直接的な指導だけでなく、親子での体験や協働の時間が、子どもの心の成長にも良い影響を与えてい

るのではないかと感じています。この活動は、「わたしには良いところがある」という項目の向上に

も関わっているように思われます。 

「自ら学ぶ子ども」に関わる項目では、「授業で自分の 

思ったことや考えたことを自分の言葉で伝えようとしてい 

る」が４ポイント伸びましたが、引き続き取り組むべき課 

題と捉えています。学校研究とも関連させながら、自身の 

思いや考えを、相手を意識して自分の言葉で伝えることが 

できる児童の育成に努めてまいります。 

これからも、保護者の皆様、地域の皆様との連携しなが 

ら、学校教育の推進に努めてまいります。どうぞよろしく 

お願いいたします。                   

 


